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T 序論
日本人の主観的幸福感は， [U:界の中さは高

く工ょいといJわれている.幸福感に影響する /jミ

活環境要因として仲間ラ家族，健康‘経済F31
挙げられてお(岡本，2014)ラ主観的幸福感
江健康や生活の質によって向上するこされ
ごいる.そこで，筆者はγ 内入ドアスポーツ
、乃関わりから生活の質が必去ると、九々が
より 'i'"福になるので(土なし、かど考えた.
登11J 森林による生理的効果，運動によ

る身体的効果，ストレス解消や l}ヲックスな
ど心理的効果があるどされる(野中、 2017).
このことから，登山と主観的幸福感には関連
があるのではなし、古ゐと考え‘本研究実権に至
った.主た，主観的伝福感との関連について
は，立!li活動にどのように関わっているかか

要だと考えJ関与刊といヴ概念を用いて調
ノ¥ることとした.登山者ノ埜r!J関与と l:.観的
幸福感の関連を明らかlニ十ろことで登山活
動的個人へ tハ需にハいての理解が深ま
登~i :活動やγrブトドア活動の普及;こ有
知長が符ム:そこぞを期待すろ.
2. 研究方法
対象:事者 120名
28.3りい

時掛:山?門1F10母

j折と行県上直 ア〉ノ ア¥ 間辺.
r+~暗所

内容:アンうート調査々実施し
①盛山者の基本情報(性別，年齢‘
スタイルなど)

護;!i!tjlj測定尺(杉 L，2016を修正)
4 l利子|主要r'!:J ，健康J，交友関イ菜、
??yイヂンデイ/イ J9項目
主観的表福感尺度(伊!住 .2003)

:11 

「満足感J， r自信J， r達， r失望感J• 
を福感jの 5つの領域/)-)らはる 15項目

3_結果と考察
1)笠山者())属性と主観的幸福感
登山者の主観的幸福感を属性により比較

したところ守性}}IJや年代などによる i観的幸
福感の芹:は存られなかった.主観的幸福感の
合言!得点、に J ハ、ては登山者の宿泊形態に
ぃーのみ主;バみられた(1(2，114)
3.3i，p.く.05). n帰り登山を行っているが IJj

者主り， 1[1小屋泊を行う長IJ J者の方が主観的
題感が高いことが日月ら力道になった.

出感因子に差がJみられ，山/J、屈での情dJに上
り‘ tUでψっくりと1:三時間を過ごすことが周
目指マ j丹において久間聞との繋がりを感じ
られる t{i;'-轄のある生活と関連していると
考えられる.
2) 務11J関与の因子関の!場係、
登山与の因子rUj乃関)専についじ土、 1友

人間併 号「重要性， r健康 アイデン
テ/ケイ j (7) f7fjアうそれぞ、れの相関関イ系は十
て有王子な王の相簡がみ. 相互に関わり

強レ二とが明らかに f 立つ!'_.

;日登山i岩与引者福J誌記与える影響
登山関与'i'う福感に与える影響を明らh

gニナるため，重回帰分好を rった結果([斗1)
整 111関与の「重要性j 因子ジ主観的幸制感の
i計九に正の影響を与えていることが明らか
になった重要性Jは主観的幸福J誌の円前
足感 j， r白 r失望感J，至福感!
子にも王の長響を与えていた、 主主山とのi謂
わり〆が自分の生活にとって欠かせたいもの
となることは，主観的幸福感を高めること
:三繋がる三とが明らた斗こなった.

L 健康 止/〆
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4. 主とめ
幸福J磁J

本研究では UJ関与の「重必ん が主観
的幸福感の!の叫:こ影響を与え ヘ υ という
結果が円むれ， レジぃー活動としてはJド常
に大さ J勺;ヰi!合であ打、アウトドアスポーツ
の i勺の社会的意←長ぷ検証できたといえる.

ま之，結果より「関与j という概，立、を用い
ろ意義が確認できた，管Ilri 、う活習JJ .~の

!日Jわりにより‘生活の賀が !i!]上し‘ 主観的
幸福!蓄に影響を与えていることが明らかに
なった.

持IUは多械な場所やレベノレ. スタイルそ、
[1分で選択できることかん司その関わりを
自分なりに発展させてし、くことができ.個
人が積極的な関わり方をする三どがより主
観的幸福感の向上に繋がるといえる. しカ過
し，モJしが具体的にと:つような関わりかは宅
本研究では明らかにすることできな方、っ
たため，詳細を今後検志村ーも必要があZ)
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